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レーザ干渉計の試作
AG聞Laser　Interferom∈［er

高島　松雄・金子　昌能

　ガスレーザはキャビティの両端より出る光が可干渉で

あり，これを利帽すると半透明鏡を用いて光方を分割す

る必要がなく簡単な機構で干渉計を構成することができ

る．またガスレーザ光はTime　Coherencyが良く，これ

を利用すると測定距離の大きい等厚くりかえし反射干渉

を実現できる．レーザを光源とした「’t渉実験はすでに二

三報告されている1］けれども，われわれは上記のガ．スレ

ーザ光の特性を生かした新Lい干渉計を試作したので，

ここにその概要と試験結果を報告する．

　ガスレーザの両端から出る光を干渉させることを目的

として，基本的な構成は三角光路を用いた．第1図に干

第1図　レーザ干渉計
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　　　　　　　　第2図　光　学　系

渉計の外観，第2図にその光学系を示してある，光源A

をはきみ反射鏡C，C’と半透明鏡Jで三角光路を構成

しており，Pin－holeをレーザ光学系内に挿入し軸上単一

モードのみを用いるようにしている2）．レーザよDの光

束は直径約1mmであるため望遠鏡系EF，　E’F’にょウ

光束の径を拡大している．拡大倍率は18倍または34

倍である．三角光路の二つの腕の光路差の調整のため4

枚の反射鏡H1～H4から成るCompensatorが一つの腕

の中に入れてある，半透明鏡Jはここでは二つの光を合

致させるために用いられており透過，反射光のいずれの．

光路長にも変化を生じないように2枚の平ほ平而板で構．

第3図　レーザの両側からの光束の重ね

　　合せによる干渉縞

成されている．第

3図は二つの腕の

光束を合致さ一LFた」

とぎの干渉縞であ

る．

　第2図のG、，

GzはFabry・Perot．

用の平行平面板
で，これにより大

間隔のくりかえし

反射干渉の実験が．

できる．第4図は

鏡面間隔が．

100mmのと
きのこの干渉

縞，第5図は

脈理のあるガ

ラスフロック

をGl，　G2間「

（間隔50mm）

に挿入した場・

合で脈理によ

第5図　脈理のあるガラス試料を挿入し

　　た場合の干渉縞

計よりすぐれた干渉縞が得られ，種々の用途が開発され

うる．目下平行平面板の透過光と裏面反射光とを利用す．

るシアリング干渉法によるレンズの波面収差の測定法を

開発中であるが，とりあえず干渉計の試作が完了したこ

とを報告する，
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る干渉縞の乱れが・

認められる．

　この干渉計は従

来の振幅分割型の

干渉計と同じ機能

を有しているもの

であるが，レーザ』

光の特徴を生か・

し，これらの干渉
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